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道
と
北
東
北
３
県
で

は
、
北
の
縄
文
文
化
回

廊
づ
く
り
構
想
を
推
進
し
、
縄

文
遺
跡
群
の
世
界
遺
産
登
録
を

目
指
し
て
い
る
が
、
こ
の
取
り

組
み
は
、
人
的
交
流
や
広
域
観

光
な
ど
の
面
か
ら
、
効
果
は
非

常
に
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

　

市
で
は
、
縄
文
文
化
交
流
事

業
に
北
の
縄
文
文
化
回
廊
の
推

進
を
盛
り
込
ん
で
い
る
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。
　

縄
文
文
化
交
流
事
業

で
は
、
南
茅
部
縄
文
遺

跡
群
の
整
備
構
想
を
策
定
し
た

ほ
か
、
平
成　

年
度
に
当
市
で

１８

開
催
す
る
縄
文
シ
テ
ィ
サ
ミ
ッ

ト
に
あ
わ
せ
て
縄
文
市
民
サ
ミ

ッ
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
効
果

的
な
普
及
事
業
を
展
開
し
た
い
。

　

ま
た
、
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

南
茅
部
縄
文
遺
跡
群
の
史
跡
整

備
と
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み

の
中
で
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

（
答
弁
者　

教
育
長
）
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恵
山
病
院
は
、
南
渡

島
の
２
次
医
療
圏
の
中

に
位
置
し
、
地
域
の
基
幹
病
院

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。

　

現
在
、
恵
山
地
域
内
の
患
者

の
減
少
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る

な
ど
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境

が
よ
り
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る

な
か
、
市
と
し
て
、
当
医
療
圏

の
中
で
の
恵
山
病
院
に
対
す
る

医
療
需
要
を
ど
う
捉
え
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　

恵
山
病
院
は
、
こ
れ

ま
で
も
地
域
医
療
の
確

保
な
ど
に
努
め
て
き
た
が
、
現

在
は
長
期
療
養
患
者
の
受
け
入

れ
な
ど
に
も
配
慮
し
て
運
営
し

て
い
る
。

　

地
域
に
お
け
る
恵
山
病
院
へ
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の
医
療
需
要
を
正
確
に
把
握
す

る
こ
と
は
、
難
し
い
も
の
が
あ

る
が
、
今
後
も
地
域
医
療
を
確

保
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
診

療
科
目
の
維
持
な
ど
に
努
め
て

い
き
た
い
。

（
答
弁
者　

函
館
病
院
事
務
局
長
）

　

国
は
、
昨
年　

月
に
、

１２

最
近
の
燃
油
高
騰
な
ど

を
受
け
「
経
営
体
質
強
化
緊
急

総
合
対
策
基
金
」
を
新
設
し
、

漁
船
の
燃
油
高
騰
対
策
が
盛
り

込
ま
れ
た
が
、
漁
業
者
は
こ
の

基
金
の
制
度
を
ど
の
よ
う
に
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　

ま
た
、
漁
業
者
自
ら
が
経
営
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改
善
に
よ
る
省
エ
ネ
対
策
な
ど

に
取
り
組
む
場
合
、
市
は
ど
の

よ
う
な
形
で
関
わ
っ
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
の
か
。

　

同
基
金
は
、
漁
連
や

漁
協
な
ど
を
対
象
に
、

燃
油
流
通
効
率
化
等
の
た
め
の

協
業
化
な
ど
へ
の
支
援
を
行
う

も
の
で
あ
る
が
、
漁
業
は
燃
油

コ
ス
ト
の
占
め
る
割
合
の
高
い

産
業
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
経

営
の
安
定
の
た
め
に
も
省
エ
ネ

対
策
は
重
要
と
考
え
て
お
り
、

省
エ
ネ
機
器
の
導
入
促
進
や
、

試
験
研
究
機
関
と
連
携
し
た
操

業
の
効
率
化
等
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
者　

農
林
水
産
部
長
）
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今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
除

排
雪
の
基
準
を
見
直
し
、

除
排
雪
量
も
増
え
て
い
る
よ
う

だ
が
、
市
民
の
要
望
に
応
え
ら

れ
る
除
排
雪
体
制
と
す
る
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
路
線
を
中
心
と
し
た
除
排
雪

の
仕
方
で
は
な
く
、
あ
ら
か
じ

め
定
め
た
エ
リ
ア
や
ブ
ロ
ッ
ク

毎
に
事
業
者
を
指
定
し
除
排
雪

を
行
う
体
制
に
変
更
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

生
活
道
路
の
除
雪
は
、

市
内
を　

程
度
に
分
割

５０

し
、
各
区
域
に
業
者
を
配
置
す

る
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
で
実
施
し
て

き
た
が
、
今
冬
は
急
激
な
暖
気

流
入
な
ど
で
一
斉
に
路
面
状
況

が
悪
化
し
、
作
業
に
相
当
な
時

間
を
要
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
エ
リ
ア
ご
と
に
除

雪
路
線
の
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

委
託
業
者
に
対
す
る
指
示
の
明

確
化
を
図
る
な
ど
、
抜
本
的
な

除
排
雪
体
制
の
見
直
し
を
行
な

っ
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
者　

土
木
部
長
）
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市
立
函
館
病
院
の
財

政
状
況
は
、
極
め
て
厳

し
く
、
不
良
債
務
は
平
成　

年
１６

度
の
約
９
億
円
か
ら
、
平
成　
１７

年
度
見
込
み
で
は
約　

億
円
と

１２

極
端
に
増
加
し
て
お
り
、
南
茅

部
、
恵
山
の
両
病
院
を
加
え
る

と
約　

億
円
と
な
っ
て
い
る
が
、

１５

平
成　

年
度
に
極
端
に
収
支
が

１７

悪
化
し
た
原
因
は
何
か
。

　

ま
た
、
今
後
、
財
政
健
全
化

に
向
け
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。
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収
支
の
悪
化
に
つ
い

て
は
、
外
来
患
者
数
が
、

前
年
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
一
方
、

入
院
患
者
数
が
約
６
千
人
減
の

見
込
み
で
あ
り
、
患
者
数
の
減

少
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

　

今
後
は
病
院
事
業
管
理
者
が
、

３
病
院
を
統
括
し
、
健
全
化
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、

平
成　

年
度
中
に
策
定
予
定
の

１８

健
全
化
計
画
に
基
づ
き
健
全
化

に
努
め
、
経
営
を
立
て
直
し
て

い
き
た
い
。

（
答
弁
者　

市
長
・
函
病
事
務
局
長
）

　

当
市
に
は
函
館
山
か

ら
の
夜
景
を
は
じ
め
、

多
く
の
観
光
資
源
が
あ
る
が
、

ま
だ
ま
だ
発
掘
で
き
る
新
た
な

観
光
資
源
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

四
稜
郭
に
八
重
桜
を
植
樹
し
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
整
備

す
れ
ば
、
裏
夜
景
や
大
船
・
垣

ノ
島
の
２
大
遺
跡
、
恵
山
噴
火

跡
等
と
と
も
に
新
た
な
観
光
資

源
に
も
な
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　

四
稜
郭
は
、
明
治
２

年
の
箱
館
戦
争
時
に
造

ら
れ
た
洋
式
築
城
法
に
基
づ
く

堡
塁
で
あ
り
、
昭
和
９
年
に
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

文
化
財
保
護
法
に
よ
り
、
現
状

を
変
更
す
る
に
は
、
文
化
庁
長

官
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

八
重
桜
の
植
樹
に
つ
い
て
も
、

現
状
変
更
の
許
可
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
史
跡
整

備
の
中
で
文
化
庁
と
協
議
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

（
答
弁
者　

教
育
長
）
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近
年
、
登
下
校
中
の

子
ど
も
を
狙
っ
た
凶
悪

犯
罪
が
相
次
ぎ
、
学
校
内
は
も

ち
ろ
ん
校
外
で
の
安
全
対
策
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

政
府
は
、
昨
年　

月
に
登
下

１２

校
時
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
緊
急
対
策
を
決
め
た
が
、
当

市
で
も
警
察
Ｏ
Ｂ
な
ど
専
門
的

な
立
場
の
人
が
巡
回
や
防
犯
対

策
の
指
導
な
ど
を
行
う
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
活
用
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ

ー
ダ
ー
は
、
子
ど
も
が

被
害
に
遭
う
事
件
が
多
発
す
る

状
況
を
踏
ま
え
、
国
が
今
年
度

か
ら
始
め
た
「
地
域
ぐ
る
み
の

学
校
安
全
体
制
整
備
推
進
事

業
」
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
が
、
市
と
し
て
も
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
専
門
家
か
ら

様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

こ
と
は
意
義
あ
る
も
の
と
考
え

て
お
り
、
そ
の
活
用
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

（
答
弁
者　

教
育
長
）
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道
立
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成　

年
度

１８

か
ら
４
年
間
、
函
館
地
域
産
業

振
興
財
団
が
指
定
管
理
者
と
な

っ
た
が
、
将
来
的
に
も
同
財
団

が
管
理
運
営
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

ま
た
、
国
の
都
市
エ
リ
ア
産

学
官
連
携
促
進
事
業（
発
展
型
）

の
採
択
は
、
新
産
業
の
振
興
に

大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
思
う

が
、
採
択
に
向
け
最
大
限
の
努

力
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

将
来
的
な
同
セ
ン
タ

ー
の
維
持
管
理
業
務
に

つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度

に
基
づ
き
、
公
募
に
よ
る
審
査

と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

同
財
団
が
担
う
た
め
に
は
、
財

団
自
ら
の
自
助
努
力
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
都
市
エ
リ
ア
産
学
官

連
携
促
進
事
業
（
発
展
型
）
の

採
択
（
※
）
に
向
け
て
は
、
国

に
対
し
て
引
き
続
き
、
強
く
要

請
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
者　

市
長
・
商
工
観
光
部
長
）

※
こ
の
後
、
平
成　

年
度
の
事

１８

　

業
地
域
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
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